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特 集 今   回 の 表 紙

はやくおおきくなあれ！
大学生のおねえさんたちと一緒に
サツマイモの苗植えをしたよ。
（福島市・福島学院大学認定こども園）
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特 集

～ ひとり老後を考える ～

どんなときも自分らしく
安心して暮らせる

地域へ

ひとりで
抱え込まない

自分らしさを
大切にする

ひとり老後は
特別なことではない

ひとり老後を考える

３つの視点

自分に
できることから
はじめてみよう
かしら

3
視点

2
視点

1
視点

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国
日
本
。

人
生
1
0
0
年
時
代
と
い
わ
れ
る
現
代
で
は
、

家
族
に
先
立
た
れ
た
り
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら

高
齢
者
が
一
人
で
暮
ら
す

「
ひ
と
り
老
後
」
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

ひ
と
り
老
後
は

特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は

「
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
」
で
す
。

そ
の
た
め
に
は

ど
ん
な
支
援
や
取
組
が
あ
る
の
か
、

事
例
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

●身元保証や亡くなった後の手続き
などの不安は公的制度や民間サー
ビスの活用で軽減できます。

●エンディングノートの作成に取り組
んだり、後見制度を利用すること
もできます。

●困ったときはひとりで抱え込まず、
まずは身近な人や相談機関に悩み
を話してみましょう。

知っておきたいポイント

　
現
代
は
未
婚
の
増
加
や
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
パ
ー
ト
ナ
ー
に
先
立
た
れ
る

こ
と
な
ど「
ひ
と
り
」の
形
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
総
合
研
究
所（
日
本
総
研
）が

2
0
2
4
年
に
発
表
し
た
試
算
に
よ
る

と
、
2
0
5
0
年
に
は「
65
歳
以
上
で
配

偶
者
や
子
な
ど
3
親
等
以
内
の
親
族
が

い
な
い
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
」が
約

4
4
8
万
人
と
な
り
、
高
齢
者
の
お
よ

そ
9
人
に
１
人
が
ひ
と
り
老
後
を
送
る

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　
こ
の
試
算
か
ら
も
、
ひ
と
り
老
後
は

特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
誰
も
が
い
つ
か

向
き
合
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
だ
と
言

え
ま
す
。
私
た
ち
が
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
医
療
や
福
祉
等
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス

は
、「
家
族
に
支
え
て
も
ら
う
」こ
と
を

前
提
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
た
め
、

多
く
の
手
続
き
で「
身
元
保
証
人
が
い
な

い
」と
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
身
元
保
証
人
が
い
な
い
と

入
院
・
手
術
の
意
思
決
定
や
医
療
費
の
支

払
い
が
難
し
い
と
判
断
さ
れ
た
り
、
福

祉
施
設
へ
の
入
所
が
遅
れ
る
な
ど
の
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
市
町

村
行
政
を
始
め
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

機
関
が
連
携
し
て
支
え
合
う
し
く
み
が

必
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
で
も
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
で
き
る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
自
分
の
健
康
状
況
、
財
産
、

介
護
・
終
末
期
医
療
の
希
望
と
い
っ
た
大

切
な
情
報
を「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

と
し
て
元
気
な
う
ち
に
残
し
て
お
く
こ
と

は
、
高
齢
期
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

　
将
来
の
不
安
を
解
決
す
る
の
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
と
き
の
た

め
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ

始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
将
来
は
ひ
と
り
老
後
が
当
た
り
前
と

い
う
時
代
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
に
大
切
な
の
は「
誰
か
を
ひ

と
り
き
り
に
し
な
い
」こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
社
会
全
体
が
つ
な
が
り
、
全
員

が
課
題
を
自
分
事
と
し
て
助
け
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

「
ひ
と
り
」の
形
は

一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す

も
し
も
の
と
き
に
備
え
て
、
少
し

ず
つ
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
事

ひ
と
り
き
り
に
し
な
い
地
域
へ

身寄りのない高齢者の数
2050年の

約448万人
高齢者のおよそ9人に１人が
ひとり老後を送る
という試算
（日本総研）

キーワード

これからの支え合い

本人

親族
地域包括
支援センター

ケアマネジャー

医療機関
行政相談窓口

友人

地域住民

こんな場面で支えが必要に

入院・手術
（身元保証、
  緊急連絡、準備）

施設入所
（契約、入所手続き）

判断力低下
（金銭管理、相続）

亡くなった後
（葬儀、納骨などの手続き）

これからの暮らし方
（福祉相談）
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20
年
ほ
ど
前
か
ら
、
職
員
か
ら
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
す
る
際
、

身
元
引
受
人
が
い
な
く
て
困
っ
て
い
る
と

い
う
話
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
老
後
を
過

ご
せ
る
よ
う
、
施
設
入
所
の
際
に
私
た

ち
法
人
が
保
証
人
に
な
っ
た
の
が
こ
の
事

業
の
始
ま
り
で
す
。

　
そ
の
後
、
ア
パ
ー
ト
の
保
証
人
代
行

の
ほ
か
、
ご
自
身
の
葬
儀
や
墓
地
の
こ

と
が
心
配
な
方
の
た
め
に
、
葬
祭
事
業

者
や
墓
地
管
理
者
の
契
約
仲
介
も
始
め

ま
し
た
。
い
わ
き
市
に
お
住
ま
い
の
方
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
、
料
金
を
1
か
月

５
０
０
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
契
約
者

か
ら「
こ
れ
で
ひ
と
り
身
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
」と
い
っ
た
声
を
聞
く
と
、
地

域
に
貢
献
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
契
約
の
き
っ
か
け
と
し
て
多
い
の
は
、

ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
を
希
望
す
る
際
、
保

証
人
が
い
な
く
て
困
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
で

す
。
少
し
ず
つ
話
を
伺
い
な
が
ら
、
先
の

こ
と
を
一
緒
に
考
え
、
葬
儀
や
墓
地
の

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
生
前
に
こ

れ
ら
の
備
え
を
済
ま
せ
て
お
く
こ
と
で
、

亡
く
な
っ
た
時
の
不
安
が
な
く
な
り
、
も

や
も
や
と
し
た
気
持
ち
も
晴
れ
る
よ
う

で
す
。「
い
ろ
い
ろ
な
相
談
が
で
き
て
あ

り
が
た
い
」と
の
声
が
多
い
の
で
、
一
人

ひ
と
り
の
希
望
に
合
わ
せ
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
例
紹
介

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

さ
ま
ざ
ま
な
お
手
伝
い

ご
自
身
の
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
き
っ
か
け
に

施
設
へ
の
入
所
や
葬
儀
な
ど
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
自
分
の

人
生
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

入
居
・
入
所
・
葬
送
等
支
援
事
業

入
居
・
入
所
・
葬
送
等
支
援
事
業

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
い
わ
き

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
い
わ
き

取
材
協
力

事務局長

園部 義博さん
事務局長

園部 義博さん
そのべ　よしひろそのべ　よしひろ

●アパート等の物件紹介・同行
●契約時の手続き支援・立会い
●入居に際しての保証
●緊急連絡先としての取組
●入居後の安否確認、各種相
談への対応

●高齢者または障がい者施設入
所に際しての身元引受

●ご本人と事業者（葬祭事業者、
墓地管理者）の契約仲介
●死亡時における事業者との連
携、契約の執行確認

事業内容

入居支援

入所支援

葬送等支援

　県内の各市町村でも、地域福祉ネットワー
クいわきで行っている入居・入所・葬送等支
援事業のような、身寄りのない高齢者に対す
る支援のしくみが進みつつあります。老後の
ひとり暮らしはどんな不安があるのか、どう
備えたらよいかこの機会に考えてみましょう。

老後のひとり暮らしは
どんな不安があるか、
どう備えたらよいか、
考えてみましょう。

自
分
の
万
が
一
に

備
え
る
こ
と
で

穏
や
か
に
暮
ら
せ
る

取材を終えて
　
ア
パ
ー
ト
に
入
居
を
希
望
し
た
の
で
す

が
、
保
証
人
を
頼
め
る
人
が
い
な
く
て

困
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
地
域
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
い
わ
き
に
相
談
し
無
事

に
入
居
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
前
々

か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
自
分
が
亡
く
な
っ

た
後
の
こ
と
を
話
し
合
い
、
元
気
な
う

ち
に
葬
儀
や
墓
地
に
つ
い
て
契
約
を
済
ま

せ
ま
し
た
。
今
で
は
、
穏
や
か
な
気
持

ち
で
日
々
を
暮
ら
せ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
声

70
代
・
男
性
　A
さ
ん

　「
す
か
が
わ・
市
民
後
見
制
度
の
会
」は
、

市
民
後
見
制
度（
市
民
後
見
人
）や
元
気

な
う
ち
に
自
身
の
希
望
・
記
録
を
残
し
て

お
く「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」の
普
及
に

取
り
組
む
団
体
で
す
。
2
0
0
8
年
に

設
立
し
、
現
在
は
約
15
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
市
民
後
見
人
と
は
、
認
知
症
や
障
が
い

な
ど
の
影
響
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

人
に
代
わ
り
、
財
産
管
理
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
契
約
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
の

こ
と
で
す
。
当
会
で
は
市
民
後
見
制
度

の
勉
強
会
や
認
知
症
の
家
族
を
抱
え
る

方
に
対
す
る
相
談
会
な
ど
を
定
期
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
自
分
の
資
産

状
況
や
死
後
の
希
望
な
ど
、
本
人
の
意

思
を
書
き
記
す
こ
と
の
で
き
る
ノ
ー
ト
で

す
。
自
分
に
関
す
る
情
報
を
ま
と
め
ら

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
大
切
な
人
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
思
い

出
、
葬
儀
や
お
墓
の
希
望
、
ペッ
ト
の
譲

り
先
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
希
望
を
記
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ノ
ー
ト
づ
く
り
を
通
じ
て
人

生
を
振
り
返
り
、
抱
え
て
い
る
課
題
を

見
つ
め
直
す
こ
と
で「
残
さ
れ
た
時
間
で

何
を
す
る
べ
き
か・
誰
に
何
を
伝
え
る
べ

き
か
」が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
最
期

ま
で
自
分
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
生
き

る
た
め
に
は
と
て
も
重
要
で
す
。
も
ち
ろ

ん
ノ
ー
ト
が
あ
れ
ば「
自
分
の
死
後
に
家

族
が
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
を
進
め
ら
れ

る
」と
い
う
の
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
ノ
ー
ト
は
遺
言
書

と
は
異
な
り
法
的
効
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

不
安
が
あ
れ
ば
、
公
正
証
書
遺
言
な
ど

と
併
せ
て
活
用
で
き
な
い
か
、
行
政
や

専
門
家
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

事
例
紹
介

本
人
の
意
思
を
示
す
た
め
の

大
事
な
一
冊
で
す

市
民
後
見
制
度
に
よ
る
支
援

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
普
及
活
動

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
普
及
活
動

す
か
が
わ
・
市
民
後
見
制
度
の
会

す
か
が
わ
・
市
民
後
見
制
度
の
会

取
材
協
力

会長

水野 榮さん
会長

水野 榮さん
みず の  さかえみず の  さかえ

　「これまで」を振り返り「これから」を考
えることにつながるエンディングノートづ
くりは、自分の書きやすい項目から気軽
に進められます。自分の情報や気持ちを
まとめておくことは、残された家族のため
でもあると実感できました。

須賀川市・鏡石町・
天栄村では役場の
窓口で「わたしノート」
を配布しています。

お
金
の
こ
と
な
ど
を

客
観
的
に
見
つ
め
直
す

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た

取材を終えて
　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
聞
い
て
も
、

最
初
は
何
を
ど
の
程
度
書
け
ば
い
い
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
水
野
会
長
が

記
入
例
と
と
も
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
、

自
分
の
書
け
る
範
囲
か
ら
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は

バ
イ
ン
ダ
ー
型
な
の
で
、
変
更
し
た
い

ペ
ー
ジ
を
交
換
し
た
り
証
明
書
な
ど
も
ま

と
め
て
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
た
り
で
き
る
の

で
助
か
っ
て
い
ま
す
。
お
金
の
こ
と
な
ど

を
客
観
的
に
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
た
方
の
声

70
代
・
女
性
　B
さ
ん

 

エンディングノートの記入ページ(一例)

□年金及びローン等の
  負債に関して
□保険に関して
□介護に関して
□遺産及び
  形見分けに関して
□葬儀に関して
□お墓に関して
□ペットに関して

□まえがき
□自分の一番
  好きな写真
□家族へのメッセージ
□自分史
□私と家族
□連絡してほしい人
□自分の健康に関して
□資産に関して

取材取材

配布している案内チラシ

㊨すかがわ・市民後見制度の会
制作のエンディングノート「あり
がとう・想い出ノート」　㊧須賀
川市・鏡石町・天栄村発行のエ
ンディングノート「わたしノート」

すかがわ・市民後見制度の会が開
催している講座の様子
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〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
（福島県総合社会福祉センター内）　
電話 024-522-0822　FAX 024-528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/  

社会福祉法人 福島県共同募金会

　福島県共同募金会にお寄せいただいた赤い羽根共同
募金は、福島県内の福祉活動を支援するために役立てら
れています。今回は、みなさまの
温かいご寄付により行われた
活動をご紹介します。

　私たちの活動は、耳がきこえない・きこえにく
い子（ここではろう難聴児と書きます）とその家
族の「つながり」づくりを目的としています。ろう
難聴児が生まれる確率は1000人に1人と低く、
同じ難聴児同士、難聴児を育てている保護者同
士が交流を持ちにくく、また医療機関以外の、当
事者団体、支援団体とつながれる場が福島県に
はありません。今回は、赤い羽根共同募金をいた
だき、視覚言語である手話を入り口としたワーク
ショップを初めて、親子同時進行で行いました。
　大人向けは絵本読み語りワークショップ、子ども
向けはデフアートワークショップです。デフアート
には福島県内在住のろう者講師を招き、ダンス、
手話ポエム、国際手話の3講座を設けました。絵
本読み語りは東京の特定非営利活動法人しゅわ
えもんを招聘しました。聴覚に頼らない、視覚的
な身体表現方法を学ぶことで、子どもたちは自己
肯定感を高めることができ、保護者にとっても、ろ
う難聴の大人をみることで我が子のロールモデル
を見聞きし、手話を学べる場になりました。親子で
それぞれ発表があったことで、少しお互いをひい
てみることができた、という感想もありました。
　初めての試みでしたが大成功に終わったため、
今後も同様の企画を引き続き行っていきたいと
思っております。みなさまのおかげでこうした活動
を行うことができました。ありがとうございました。

きこえ子育てサークルもいもい
（福島県全域対象）

ろう・難聴当事者による「デフアート」
および手話による絵本読み語り
ワークショップ開催事業

助成
事業名

手話を通して、ろう難聴児と
保護者同士がつながり合う

運営適正化委員会について

　運営適正化委員会は、社会福祉法（第83条な
ど）に基づき、都道府県社会福祉協議会に設置さ
れ、福祉サービス利用援助事業（日常生活自立
支援事業）の適正な運営の確保や事業者段階で
は解決が困難な福祉サービスの苦情解決に取り
組んでいます。

6・7月号の「みらふく」はお休みとなります。
来月号をお楽しみに。

運営適正化委員会の主な役割

【サービス分野別】
（令和7年度）

　県内市町村社協が認知症などにより判断
能力が十分でない方に提供している「日常
生活自立支援事業（あんしんサポート）」が適
切に行われているかを第三者機関として調査
等を行い、必要な助言や勧告を行います。
【現地調査】令和7年度：8か所
　　　　　 令和6年度：8か所
　　　　　 令和5年度：7か所

　利用者と福祉施設・事業所との話し合いで
は解決が困難な場合に苦情解決に努めます。

日常生活自立支援事業
（あんしんサポート）の運営監視

福島県運営適正化委員会
事務局

運営適正化委員会組織図

１

福祉サービスに関する
苦情の適切な解決2

福島県運営適正化委員会
（福島県総合社会福祉センター内）
TEL  024-523-2943
FAX  024-524-2228

お問い合わせ・苦情相談の受付先 運営適正化委員会
ホームページ

社会福祉に関する学識経験者、法律学識経験者、
医療学識経験者　10名

運営監視部会 苦情解決部会
社会福祉に関する学識経験者、
法律学識経験者、医療学識経験者

5名

社会福祉に関する学識経験者、
法律学識経験者、医療学識経験者

5名

【苦情種別】
（令和7年度）

合計
100％

社会福祉法人
福島県社会福祉協議会
　会長　北  村　  清  士

記
１．委員の任期
　　選任された日から2年

２．委員候補者

３．意見書（用紙）の配布及び提出先
　　（1）社会福祉法人福島県社会福祉協議会
　　（2）県内各市町村社会福祉協議会

４．意見書の提出期限
　　令和8年7月29日（水）正午

５．本件の公示期間
　　令和8年7月15日（水）～令和8年7月28日（火）

６．本件に関するお問い合わせ先
　　社会福祉法人福島県社会福祉協議会（総務企画課）
　　〒960-8141　福島市渡利字七社宮111番地
　　TEL 024-523-1251　　FAX 024-523-4477

佐藤 美晴
さ　とう 　よし　はる

男 77 公益を代表する委員

運営適正化委員会　委員等候補者選考委員会委員候補者の公示
　福祉サービス利用援助事業の適正な運営や福祉サービスに関する利用者等からの苦情を適切
に解決するために設置されている運営適正化委員会（社会福祉法第83条）の委員の任期が令和
8年9月24日で満了となるため、社会福祉法施行令第15条第3項に基づき、都道府県社会福祉協
議会の代表者が選考委員会の同意を得て運営適正化委員会委員を選任いたします。
　この度、本会では関係者の意見を踏まえ、選考委員会委員の候補者を次のとおり選任いたし
ましたので、お知らせいたします。
　なお、選考委員会の委員の選任についてご意見のある方は、下記により意見書を提出いただ
きますようお願い申し上げます。
　　令和8年7月15日

氏　名 性別 年齢 選考の理由 選考区分
　猪苗代町民生児童委員協議会の会長であり、県内の民生
委員児童委員定数4,864名で組織する県民生児童委員協議会
の副会長である。常に地域住民の状況を把握し、必要な援
助を行う立場にある民生児童委員として活躍している。

舟山 信悟
ふな  やま 　しん　ご

男 68 公益を代表する委員

　福祉に関する相談援助を行う専門職の組織である県社会
福祉士会の監事であるとともに、障がい者福祉施設の運営
や県内の各種研修会の講師を務めるなど、長く社会福祉に
携わっている。

鈴木 泰雄
すず　き  　やす　お

男 80 福祉サービスの
利用者を代表する委員

福祉サービスの
利用者を代表する委員

　会員総数49,000名を数える県老人クラブ連合会の会長と
して、永年にわたり健康づくり活動やボランティア活動を
積極的に実践している。地域の高齢者の代表的存在である。

齋藤 俊藏
さい　とう　  とし　ぞう

男 73
　身体障がい者が生きがいをもって社会活動できる共生社
会の実現を目指し、障がい者の福祉向上に取り組んでいる
県身体障がい者福祉協会の会長である。

星 光一郎
ほし 　こう いち ろう

男 65
社会福祉事業を
経営する者を
代表する委員

社会福祉事業を
経営する者を
代表する委員

　特別養護老人ホーム、デイサービスセンター等を経営する
社会福祉法人愛星福祉会の理事長であり、また県内154法人
を会員とする県社会福祉法人経営者協議会の会長である。
社会福祉施設を経営する立場の代表的存在である。

古田部 幸夫
こ　  た　  べ　   ゆき　お

男 72

　県内59市町村社会福祉協議会で組織する県市町村社会福祉協議
会連絡協議会の副会長であり、また本宮市社会福祉協議会の会長で
ある。社会福祉協議会は地域福祉推進の要としての役割を担って
おり、介護をはじめとした種々の福祉サービスを展開している。

障がい者
42.0%

高齢者
38.0%

児童
14.0%

その他
6.0%

合計
100件

職員の
接遇
56件

その他
6件
その他
6件

サービスの
質や量
14件

説明・情報提供
11件

被害・損害
6件

利用料 4 件
権利侵害 3 件
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応募方法応募方法

締　　切

宛　　先

ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 「はあとふる・ふくしまパズル係」

メールでのご応募はこちら！

多数のご応募
ありがとうございました

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に
使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部
は、「読者のおたより」に掲載させていただく
場合もございます。

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

県社協からのお知らせ

編 集 後 記

にチャレンジ！ 正解者の中から抽選で3名にプレゼントが当たる!

今月のプレゼント

全部できたら二重ワクの文字をABC順に読んでいくと、それが答えです。

AA BB CC DD EEAA BB CC DD EE EEFF

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

DD

CC

AA

BB

FF

EE

11

22 55

33

66

77

1010

99

1111

88

44

1212

明るい豆まきの表紙、思
わず笑顔になりました。主
任児童委員の役割や心構
えが分かりとても参考にな
りました。
（73才　主任児童委員）

「こどもたちが安心して
暮らせる地域が理想郷」
という主任児童委員の目
指すところがよくわかりま
した。
（78才　私立高校非常勤講師）

授産施設新製品開発コン
クールの存在を初めて知
り、興味を持ちました。
制作のモチベーションも
上がる良い取組ですね。
（36才　地方公務員）

2・3月号に寄せられた読者のおたよりから

「ひとり老後」は、一般的になりつつあ
りますが、それを支える社会の仕組み
は家族を前提としたままです。「身寄り」
という言葉自体をもう一度考えることも
必要かもしれません。

「トモニツナグ」
（共につなぐ）

4・5月号の
正解

だんでらいおん
（平田村）

ラスクとクッキーの
詰め合わせ

第80回福島県社会福祉大会のご案内

令和８年9月15日（火）

発
行
日
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和
8
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15
日
　
　
　
制
作・印
刷
／（
株
）日
進
堂
印
刷
所

お問い
合わせ先

福島県社会福祉協議会 総務企画課（社会福祉大会担当）　
〒960-8141 福島市渡利字七社宮111番地 　　　 024-523-1251　  024-523-4477FAXTEL

地域共生課

沓沢元裕
くつざわ もとひろ

　これまで多年にわたり社会福祉活動の発展に功労のあった方々を顕彰するととも
に、県政150周年、東日本大震災と原発事故から15年という節目の年に、本県の地
域福祉のさらなる充実に向けて開催します。

昨年度（第79回大会）の様子

期　日 令和8年11月13日（金）

会　場 いわき文化交流館アリオス
〒970-8026　福島県いわき市平字三崎1番地の6

日　程 時　　間 12:00 13:00 14:00 14:20 15:45
大会概要 受付 記念講演 休憩 式　典

記念講演 ［講師］開沼 博 氏
　　　 東京大学大学院情報学環・学際情報学府 准教授　

かいぬま ひろし

開沼 博氏

❶
❷
❸
❹
❼
❽
❾
10

太陽が東の地平線から顔を出す
若元春や若隆景の職業
アマチュア、初心者。ずぶの○○○○
ライオンは百獣の○○と呼ばれます
鉛筆の相棒というか敵というか
分からない時にちょっと欲しい
土用の丑の日に食べると夏バテ防止に
胞子で増える植物。漢字で書くと「羊歯」

❶
❸
❺
❻
❽
10
11
12

⇔ハズレ
○○とコショウを入れて味を整えます
11/23には感謝してね
江戸時代の消防組織
ひっそり人知れず秘境の地に湧出する温泉
北極と南極を結んで赤道と直交します
ヒトやビーバーが造って水を貯めます
履歴書や面接でのアピールポイント




